様式第６号（第８条関連）
周辺環境への配慮・環境保全の取り組みに関する計画書

	　操業に伴う大気汚染 、騒音、振動、悪臭等の問題への対応、渋滞緩和や交通安全対策等について記載してください。



	１　ゼロカーボンビジョンに貢献し得る取り組み（再エネ等の活用等）について、具体的に記入してください。

	例：建物は断熱性の高い素材を用い遮熱性の向上に努めます。機械設備には最新の省エネタイプの製品を導入します。また、建物の屋根に太陽光パネルを設置（予定出力○Ｗ）するとともに、社用車（○台予定）は全てＥＶ車としCO2の縮減に努めます。なお、地域新電力会社から電気が供給されたときは、積極的に導入します。



	２　区画に対しての緑化率や周辺の自然環境と調和した樹木等の植栽への取り組みについて具体的に記入してください。

	例：緑化率を15%以上とし、出入り口を除く敷地周辺は法肩から１ｍ以上を地域の植生に合わせた樹種の低木を中心とした植栽を配置します。





	３　景観への配慮などの取り組みについて、具体的に記入してください。

	例：建物の高さは15ｍ以下とし、外観は木々を連想させるモスグリーンを基調とします。ゴミ置場は、木柵の設置及び道路側に地域の植生に合わせた樹種の高木を植樹することで道路からの景観に配慮します。




	４　操業に伴う大気汚染、騒音、振動、悪臭等の問題への対応、廃棄物の適正な処理などの取り組みについて、具体的に記入してください。

	例：区画外への騒音、振動、悪臭等の発生はない計画となっています。また、公害を発生させる物質を廃棄する予定はなく、廃棄する際は法令に則り適正に処分します。なお、施設の建設により周辺に影響が出た場合は真摯に対応いたします。




	５　歩行者の安全性を確保し、かつ、車両の交通動線や稼働時間帯を考慮した渋滞緩和策や交通安全対策などの取り組みについて、具体的に記入してください。

	例：事業用車両の出入りは、通勤通学時間・早朝・深夜を避けて行います。また、車両の出入口には車両出入りパトランプを設置し歩行者等へ注意喚起を行います。





	６　その他、環境に配慮した取り組みについて、該当があれば、具体的に記入してください。

	例：区画内の舗装は、原則、透水性舗装とします。





[bookmark: _GoBack]※例は消去した上で、提案事項を記載してください。
